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要旨 

 手話言語学においては、位相的な空間使用と非位相的な空間使用を区別する。

位相的な空間は通常、三次元の世界の存在物の間の空間的な関係の表示と考え

られている（Johnston and Schembri 2007）。これに対して非位相的な空間は抽象

的で空間的な関係を表示しない。非位相的空間使用の例としては、トークンブ

レンド（Liddell 2003）があり、そこでは抽象的な概念が手話話者の前の限られ

た空間部分に投射される。そして話者がこのトークンを指し示す時、そのトー

クンが表す存在物が参照される。その存在物の物理的な性質は、特定の大きさ

や形などがどのようであっても、トークンブレンドには投射されない。 

 非位相的空間を抽象的なものとする記述は、この空間が人間の知識や認知能

力からは独立した現象であるという主張だとみなされ得るだろう。この観点か

らは、位相的空間と非位相的空間は、人間の知識と認知能力がこのような空間

を構成するかどうかという点において異なっている。従って、位相的空間は人

間の現実世界の場面での経験からくる話者の即時的な空間への構成の投射と記

述されうる。同様のことは非位相的空間では起こり得ない。投射が可能な抽象

物（例えば実体のない、物理的ではない存在など）については、話者は「現実

世界の」直接の経験としては語り得ないからである。 

 本発表では、リスト浮標のいくつかの例を分析することによって、この問題

を認知言語学の観点から記述する。基本的な形式として、リスト浮標は聞き手

でない方の手の指先をあるカテゴリーの存在物と関連付ける。トークンと同様

に、この指先も当該の存在物に関するどのような物理的側面も表示しない。こ

のリスト浮標はどのような「世界に現存し得る」存在物の間の空間的な関係も

示さないことから、この浮標リストの例の構成は非位相的空間の構成と比較が

可能であると考えられる。（この位相的、非位相的という用語は、他の所では

手のイメージを介した使用というよりは、手話空間の使用を性格づけるもので

ある）。 

 しかし、リスト浮標には空間的関係に参与したりこれを表す例も存在する。

このような浮標については、ここでは、人間の知識の一部である、個人に特定

の日常世界での身体的なインタラクションによってスキーマに組み込まれた、

イメージを介した概念によって構成される存在として分析する。これらの概念

は、イメージスキーマ（Johnson 1987）や、概念原型（Langacker 2008）という

概念に、それらを例示するものではないにしろ、関わるものである。平面構造

や線形構造の概念は、上記の意味では抽象的なのではなく具体化されている。

すなわち、それぞれが、Engberg-Pedersen（1993）に記述されるように、カレン

ダーの平面と時間線の連続を構成するのである。スキーマティックな三次元の
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イメージを介した構成は、場面概念と呼ぶこともできるものであるが、本質的

に代用スペース（Liddell 1994）や描写スペース（Liddell 1994）と記述されてき

たものである。Liddell に提示する代替案は、いかに―浮標リストやトークンを

人間の経験から移動させた何かの投射であると仮定するよりも―我々がそれを

どのように、物理的な対象の概念原型（Langacker 2008）のように、イメージを

介した概念によって構成されるものだと考えるかということである。 
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